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以下の文章を読んで，設問に答えなさい。

東北の祭り　存続危機／伝統守るため課題解決を
伝統ある東北地方の祭りがいま，少子高齢化と人口減，生活様式の変化などに

よって縮小を余儀なくされたり，廃止に追い込まれたりしている。祭りを後世に

伝えていくためには，時代に見合った支援に加えて変化の許容も必要になる。困

難ではあるが，伝統や精神性も維持存続させながら，課題の解決策を探らねばな

るまい。

今月 8 日，岩手の初夏の風物詩チャグチャグ馬コが同県滝沢市から盛岡市にか

けて開催された。見物客でにぎわった一方で，鮮やかな装束を身に着け練り歩い

た馬は 67 頭。1990，91 年のピーク時に比べ， 4 割以上も減った。

チャグチャグ馬コは，農耕馬の働きに感謝し，無病息災を祈る国の無形民俗文

化財。農業機械が普及して農耕馬が使われることがほとんどなくなり，参加する

馬は減り続けている。馬主は祭りのために馬を飼っているが，高齢化と餌代の高

騰などで負担は増える一方だ。昨年の参加は 62 頭まで落ち込んだ。

滝沢市などは飼育費の支援を拡充し，今年は参加頭数の減少に歯止めをかけた

ものの，根本的な解決策は見いだせていない。

観光資源の保全と誘客を目的に，市が馬を管理するなど行政主導型に転換した

ら存続は可能かもしれないが，農家が馬の無事を祈る本来のチャグチャグ馬コで

はなくなってしまうだろう。

チャグチャグ馬コの開催日には，仙台市で東北絆まつりが開かれた。会場の観

衆を沸かせた青森ねぶた祭は昨夏の開催前，運行団体の一つ，青森市 PTA 連合

会が少子化で参加者が足りず，運行の危機にあることが判明した。

何とか参加者を確保して運行されたものの，日本を代表する夏祭りでさえ，規

模の縮小に直面している実態が浮き彫りになった。

1000 年以上続く歴史に幕を下ろした祭りもある。

小論文A（文章読解型）
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ことし 2 月が最後となった岩手県奥州市の黒石寺蘇民祭。疫病よけの力を授

かった伝説上の人物「蘇民将来」を祭る信仰と決まりが厳守され，檀
だん

家
か

しか担えな

い役割が多かった。だが，過疎化で檀家が減り，寺は「伝統の核を変えてまで続

ける必要はない」と終了を決断した。

蘇民祭は，本来の信仰行事としての姿を守り抜こうとする尊い精神性ゆえに終

止符が打たれた形だ。このままでは地域の祭りは歴史的，文化的な価値が高くて

もなくなってしまう。東北の誇るべき祭りの火が消えるのは，蘇民祭を最後にな

んとか食い止める手だてを講じたい。

他地域に先駆けて人口減少が進む東北では，祭りの担い手も減り続ける。地域

の住民と自治体などが率直に話し合って課題を共有し，実効性ある存続策を考え

たい。人口減対策と地域文化の保全は，切り離してはならないテーマではない

か。

 （『河北新報』社説　2024・ 6 ・17）

問 1　本文の内容を 200 字程度で要約しなさい。

問 2　問 1 で要約した内容を踏まえて，地域の祭りが果たす役割およびその存続

についてのあなたの考えを 600 字程度で述べなさい。






